
　いよいよ３月22日に新・出雲市が誕生します。これに伴い、２市４町はそれぞれ幕を閉じ、また、平成16年３月以来約
１年間、新・出雲市のまちづくりを協議してきました合併協議会も新市誕生の前日をもって廃止となります。
　そこで、新市誕生にあたり、これまで合併協議をリードしてきた６人の市長・町長に２市４町住民のみなさまへのメッ
セージをいただきました。
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出雲地区合併協議会  会長（出雲市長）　 西 尾 理 弘  
 

合併協議を終え、新・出雲市に向かって 
 

　平成13年10月に出雲地区合併研究会を立ち上げて以来、約３年半の年月を経て、いよいよ
ここに、２市４町による新・出雲市が誕生します。この間、圏域住民のみなさまには多大な
るご理解ご協力をいただき、紆余曲折、幾多の課題も乗り越え、歴史的な大同団結の時を迎
えるわけであります。 
　新・出雲市は、島根の心臓・エンジンとして、全国的に見ても最も発展の可能性の高い都
市であり、「世界を結ぶご縁都市」にふさわしい都市への更なる飛躍に向け、当面の最大の
課題である「産業振興」と「人材育成」には特に力をそそぐことが肝要と考えられます。また、
合併協議会でまとまった「21世紀 出雲の國つくり計画」の誠実かつ意欲的な実践の努力がなに
よりも期待されるところであります。 

　出雲市長、そして合併協議会会長として、これまで合併協議に携わってこられました市・町長、議員、合併協議
会委員をはじめ、実に多数の関係のみなさま、後押ししていただきました２市４町14万７千の住民のみなさまにあ
らためて深く敬意を表し、感謝申し上げる次第です。誠にありがとうございました。



平成17年3月16日発行 合併だより Vol.11 最終号 

　平成16年３月の合併協議会設置以来、協議会の会議内容等をみなさまにお知らせしてきた「合併だより」も今回で最終号となりました。これまでご愛読いただき誠に 
ありがとうございました。 

合併後の問い合わせ先  この「合併だより」を発行してきました出雲地区合併協議会は、３月21日をもって廃止となります。 
合併後の合併関連業務については、出雲市役所地域振興課（TEL0853-21-2211）が担当します。

新・出雲市誕生出雲市誕生にあたって 新・出雲市誕生出雲市誕生にあたって 新・出雲市誕生にあたって 
「夢のあるまちづくり」をめざして 
出雲地区合併協議会  副会長（平田市長）　 長 岡 秀 人  

　これまで培ってきた歴史や文化、産業などの
異なる２市４町が合併し、いよいよ新「出雲市」
として船出します。 
　この選択の答えはすぐに出るものではありま
せん。行政を取り巻く厳しい環境の中で、いか
に新市全体が、そしてそれぞれの地域が「夢の
あるまちづくり」を進めていくことができるか
にかかっていると思います。 

　そのためには、地方分権の推進や行財政基盤の強化はもちろんの
こと、「自立」と「自治」といった住民主体の地域づくりを進めな
ければなりません。 
　一日も早く、新「出雲市」が一体となり、「21世紀 出雲の國つ
くり計画」の実現を目指す中で、「夢のあるまちづくり」を進める
ことができるよう、住民の皆様のご協力をお願いいたします。 

一体感を醸成し、元気な出雲市を・・・。 
出雲地区合併協議会  副会長（佐田町長）　 荒 木 　 孝  

　３年半の歳月をかけた新生出雲市が誕生します。 
　これまでの協議結果を実現するため、まず市
民の一体感を早く醸成して行かなければなりま
せん。そのためには、均衡ある整備と、行政と
市民の協働が欠かせません。 
　また、行政の区画で線引きして来たものの、
永い歴史や生活文化を共有しながら来たものを
一体化するのですから、その可能性は無限です。

交通・通信を始めとするネットワーク化、地域の役割を明確にして
ゆくことが肝要です。 
　人・物・情報の流れをさらに進め、地域特性の豊かな自然と歴史
を生かした交流の拡大と産業の振興で、島根県、山陰をリードする
中核都市を目指したいものです。 

新市への期待 
出雲地区合併協議会  副会長（多伎町長）　 伊 藤 　 裕  

　いよいよ多伎町の行政体を閉じ新出雲市の一
員となるときが目前に迫り、これまで担ってき
た多伎町行政や数多くの会議を重ねてきた合併
協議を振り返ると誠に感慨無量です。 
　大変多くの労力を費やし調整協議を繰り返し
ながら纏め上げた成果が立派に実を結び、新出
雲市が順調に船出し、出雲の國つくり大綱や新
市建設計画に沿った「日本のふるさと出雲の國

つくり」が着実に成就するよう願っています。 
　そして、現６市町がそれぞれの持つ地域特性を生かし、個々の役
割をしっかりと果たし、新市全体が均衡ある発展を続け、市章に込
められた飛翔の願いのとおりすべての市民が参加する中で大きくは
ばたいて行くことを強く期待しています。  

歴史的合併・歴史的新市誕生！ 
出雲地区合併協議会  副会長（大社町長）　 田 中 和 彦  

合併協議を終えて 
出雲地区合併協議会  副会長（湖陵町長）　 桑 原 壽 之  

　明治の合併により、150の村・町・浦が45町

村になり、楯縫郡（11町村）、出雲郡（６村）、神門郡
（28町村）から簸川郡が誕生しました。昭和の合
併を通して出雲市、平田市、簸川郡（５町）とな
り、このたびの合併で、旧簸川郡は再び一つの
出雲市となろうとしましたが、結果として出雲
市と簸川郡１町に分かれたのは非常に残念であ
りました。 
　現在では、自動車の普及とIT技術の目覚しい

発達により、大出雲市内においても時間距離は短縮され、生活の豊
かさ、利便性は、明治、戦前の人には想像も出来ないほど向上して
います。 
　長い歴史と文化・伝統を共有し、一体的に発展してきたこの地域
が、今後一つの自治体として、更に力強い結びつきのもと限りなく
成長、発展することを願っています。

たてぬいごおり しゅっとうごおり かんどごおり 

　合併に伴い、私たちの暮らしの中では、変わること
・変わらないことが様々あります。このため、新市で
の暮らしに不便が生じないよう、新市の取扱いをまと
めた冊子を作成し、各ご家庭に配布していますので、
どうぞご活用ください。 

「出雲の國の便利帳出雲の國の便利帳」を発行しました。を発行しました。 
 
「出雲の國の便利帳」を発行しました。 
 

 

新・出雲市合併記念新・出雲市合併記念 写真付き切手を発売写真付き切手を発売 新・出雲市合併記念 写真付き切手を発売 
　合併協議会では、新・出雲市の誕生を記念
して２市４町の写真付き切手を作成し、平成
17年３月22日に発売します。現在注文を受付
中ですので、ぜひお買い求めください。 

　●注文受付は3月18日　までです。  
　●2市4町内の郵便局で申込みを受け付けています。 
　●問い合わせ先／出雲大津郵便局 
　　　　　　　　　 TEL0853－22－3722  
 

　合併後、新市長が選挙で選ばれるまでの間、市長の職務を
執行する「出雲市長職務執行者」に、長岡秀人 平田市長を選任
しました。 

出雲市長職務執行者の選任 出雲市長職務執行者の選任 
日　時／平成日　時／平成1717年3月2222日（火）火） 
　　　　午前　　　　午前8時～午前時～午前8時3030分 

場　所／出雲市役所正面玄関前場　所／出雲市役所正面玄関前（出雲市今市町出雲市今市町109109－1） 

内　容／新市旗掲揚、銘板除幕、テープカット等内　容／新市旗掲揚、銘板除幕、テープカット等 

日　時／平成17年3月22日（火） 
　　　　午前8時～午前8時30分 

場　所／出雲市役所正面玄関前（出雲市今市町109－1） 

内　容／新市旗掲揚、銘板除幕、テープカット等 
※当日は、各支所においても開庁式を行います。※当日は、各支所においても開庁式を行います。（午前午前1010時3030分～）分～） ※当日は、各支所においても開庁式を行います。（午前10時30分～） 

“むすんでひらく”悠久のロマンと夢育む　日本のふるさと出雲の國つくり 

新 出雲市役所開庁式 


